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1） 本体・土台の復旧方法について
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①本体（火袋部）の対応策について

○火袋の開閉は、金枠の外側に設置する木枠の一面を扉形状にすることで対応する。扉の位置は見栄えを考慮して背面（堤防
側）を予定する。

○金材の内側被覆は、既存資材をケレン後に木材で隠すことを想定しているが、メンテナンスの面から目立たない暗い色での塗
装や木調等のリメイクシートなどで対応することも考えられる。
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＜木枠の開閉＞

（背面）

開閉する面

扉の設置方法
解体前施設は、金枠の外側に木
枠を組み、その内側に格子が取り
付けられている。
格子が取り付けられている四面の
内、背面となる堤防側の一面を扉
構造にする。
だだし、扉の取り付けには、蝶番
が外観で見えること、一面だけ外側
の木枠の面に位置を合わせる必要
があるため、格子の位置が、他の
面より外側になる。

蝶番

開き側は
磁石で固定

＜金枠の被覆＞

正面

背面

扉の設置方法

扉の設置位置 扉の設置箇所

動線

扉の設置側

金枠の外側は木枠を設置するため、
外観から見えないような対処が可能
であるが、内側は金枠が露出するた
め、対処として以下を想定。

被服方法
第１案：目立たない色での塗装
第２案：リメイクシートの貼り付け
第３案木材
内側から外枠とビス留め等により
金枠を挟んで一体化

保管している金枠

復旧時に保管している金枠の状況により対処が困難である場合は改めて協議する。

参考塗装 参考リメイクシート

第1案 第2案



堤防天端

転落防止柵

案内看板

平面図

横断図

転落防止柵
案内看板

②土台の対応策について

○天端のスペースにゆとりを持たせた第４案の採用が決定した。資材は、間知石か間知ブロックのいずれかとする。

＜決定した構造(第４案)＞

 動線
 断面位置

＜間知石および間知ブロックの比較＞

＜事例：乙子常夜灯＞

第4案第3案第2案第1案

間知ブロック
間知石工法

石材風粗面滑面

イメージ

・人工的な面取り部を全てハ
ツリ落とし、偶発的な仕上が
りにしたブロックである。
・国内メーカーが制作している
ため、入手に支障はない。
・一般的に、日当りの施工量は
石積の2倍程度である。

・自然石のような割肌を人工
的 に創りだしたブロックで
ある。
・市場性の高いブロックであり
入手に支障はない。
・一般的に、日当りの施工量は
石積の2倍程度である。

・下流の坂路で利用されてい
るものと同じブロックである。
・市場性の高いブロックであり
入手に支障はない。
・一般的に、日当りの施工量は
石積の2倍程度である。

・外観は、自然石のため他案よ
り優れる。
・中国からの輸入品のため、納
期は約3～4カ月程度（春節
期間を除く）を要す。
・石工による施工となるため
他案より施工期間が長く、石
工職人の数が少ないため事
前に調整が必要である。

特徴

各案に差は無い維持管理

＜当該地区への適用＞
・保管石材の利用は、2次加工を要する等、復旧の迅速性や施
工ヤードの確保などを考慮すると現実的ではない。そのため、
新規購入材料を利用する。
・下流の現況坂路は、第2案の間知ブロック（滑面）を利用してい
る。坂路等の既存施設への接続部は間詰めコンクリートが発
生する上、周辺がコンクリート構造物であるため、石材を利用

しても映える構造物にはなりにくい。 旧九蟠港常夜灯復旧予定地

案内看板位置は、本検討会で討議する。

乙子常夜灯は周辺が土堤であるため
石材が映えやすく当該箇所とは異なる。 2



【参考資料】地元説明用資料（案）
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復旧位置

最上稲荷神社

復旧位置

吉井川

＜復旧位置＞

＜復旧イメージ図＞

土台は既存施設の取付部で、間詰めコンクリートが発生するため見た目は異なる

○旧九蟠港常夜灯については、工事により、解体・保存しています。

○この度、令和６年度吉井川旧九蟠港常夜灯復旧検討会でご意見をいただき、復旧方法が決定しました。

○令和７年度の完了を目標に復旧を進めることとしています。



【参考資料】火袋内部の灯火について
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＜ソーラー式のライトの参考商品＞

参考製品１（通常タイプ）

① ソーラーパネルとライトが分離し、ケーブルで接続する製品

○灯篭内部の点灯のための商用電力の引込は、施設規模や解体前の利用状況を考慮して実施しないこととする。

○簡易的なものとして、自動点灯するソーラー式のライト（市販されている商品）を設置することを提案する。

設置時点に別途協議し。製品を決定する。

ソーラーパネルを火袋の外に設置するため、確実に充電できるが配線が露出
するため見た目に劣る。

ソーラーパネルが分離した参考製品

構造 ソーラーパネル部分
（火袋の外に設置）

② ソーラーパネルがライトに内蔵した製品

内蔵のソーラーパネルから、充電して夜間に点灯する商品であるため、配線が
なく見た目は良い。効率的な充電となるような太陽光パネルの配置を工夫した製
品もあるが、今回設置する箇所が、火袋内で直射日光があたる箇所ではないた
め、充電が不十分となる可能性がある。火袋が大きいため、給電のため４隅に配
置することが望ましい。

参考製品２（ソラーパネルを斜めに配置して高効率にしたタイプ）


